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　'心油学は確ふにあらゆる近代糾学のφで最も有用な科￥の一りであ名。心理的影響佃廿界的事件に
重要であるか否かについて疑間をいだく者唸,すべて著名な国れ勺指導者め精神的特長を研究する必
要臨
ai&くむしろそｏ国ｏ指導者ｏ栢神的植造む所産であざと云う事か理解されるであろう。ば民は砦し
も被等が国の指導者の心理的要求を満足させい
為i亡促進される国家政策との間の差異を識加しよく両者を区別｣し得るならぱ彼等応)国家の安事を改善
し再ること歴々であろう。勿論指導者０刺戟と人良心要求は歴々相互補足的関係のものであるが然し
常に必すしもそうとは限らない。近年の世界的事件は諸国間の指導者の精神的成熟と精神的均衡叱は
　　　　　　　　　　　ｆｉ　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ相当の頭著な差奥のあることを一般に国民叱明かに示している心である。ﾆごこ十世紀Ｃ現代人は国家の
指導者０心追屹特質とこ０ような特質が人間０事件０上に及ぼしだある種０影響との間の密切な関連
にっIいて除｡々にその認識を深めて行ったのである。国家の指導者ぷ心理学的に未成熟であ芯場合にぱ
ややもすればその国民の犠牲に於て指導者自身０満足が計られるものであり，指導者が心理的に成熟
しｔいる場合にはその指導者は国民０人格発展０為に国民０満足を助長せんとっとめるものであると
　　,｡べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
唇や｡事が多くの国民に依って痛感され始めたｏである６我々が世界の地図を塗り変えるような多くの
歴史的影響を研究する時何時も，多くの事例に於ｔ自分０コンプレクスを満足せんとする多くの不適
応独藪者０努力と盲従者０それとに依って何百万〇人々が影響を蒙っ七来たかに気かっくも０であ
乙。心迦学はこ０ような未成熟にい=知性のない行励型式鴎固執十る独裁的指導奢φ人良を浮かびあ
|･　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　Ｉ．。‘　。　１　　　　。がらせるものである。心理学の知見を持り人々は政治家説教家改革家の演舌等を聞く場合祀は以下の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ　ｊ　　｀゛　●ｒＦ　　　Ｉ
　　　●　　　　　　　　　　　　゛　　●　　　　　　●　●　　・　　　　。･･　　　　　　●　　　　ｆ　・　　・如齢il答を内心試みるものである。”この演舌しｔいる人々は彼等が話している条件を分析し健全な
面辿的解決に到達し１:いｓものであるか？それともとの人々は単に心ｏ中の衝動或ば憎悪め吐け口を
淑あてそ０発散を試みでいる０ではないかｈ　　　　　　　　¶　　　　　　　　　■●Ｉ　　　　　　　　　　　Ｆ
°ｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　国家，家庭，学校，会社等夫々に於ける独裁者や暴君ぱ民衆が生店の科学とし七:の心理学を充分身
ｋうけ,て暴君と君主，ポスパーダー;神経病的婦人とよく順応せる母親との瞰)性格差異を識別し
樽志状況に達すら迄は被剱槌ｏ生活に害毒を与えうづけｙｅあろり６尤も政治上の困難な問題は不
　　　　　　－．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ
紺抗力的の面もありたとえ最善の心理的訓装を以てして心外国む国民が彼等の指導者をよ･り知的に選
･I　IIJ■　　　　，　　　〃　　　　　　●　●　1･・定するように仕向けて行くことは困難である６とは云え，我肩
鎗僣的淘察の助け池依っ七全く絶望的事態とされｔいる場合も恂適切な判断を下しｔ対拠し得るとと
冰唐･λである。精神的要因を解明するこのような能力は我々をしてより知性に富む生活構造にまで高
める禰助を攻すれ)である６世界的事件心底流として流れてい名心理的流れを発見しモれ等を暗明に
解明する能力は最も望ましい教養技能と称すべきであ乙６現代の産業文明０複雑性は本世紀の人λが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　１)　　゛
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fi
未所充分には身にっけていない叡知を要求している。･現代社会吟於ける日常的旧里学的問題は心理学
研究が寄与し得るすべての援助を求めるもｐである。人々に衝撃を与えるが如な心理学的問題は現代
０すさまじい産業上工芸上の発達が市民の大多数に対して烈しい情緒的満足を均等に結果しなかった
と云ふ事実から起きて来る０である。技術家科学者発明家は人を幻惑せしめるばかり０エ芸学時代を
現出せしめたがその機械を操作する人々或はそ０生産品を享受する商品購光者ｐ心情を常に満足せし
めたと云ぷわけではない。我々は怪力ではあるが危険な玩具で遊んでいる子供０ようなものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
民需生産も飽和状態に近かづき就職希望の男子29.5パーセント女子34･4バーセｙ卜米国東部０フ.fラ｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
デルフイヤ市０場合失職して居り又屈庸人の産業分類０男子10バ・センでト女子16バーセジ1ヽは単にぷ
ートタイム０屈庸人であると報告されている。政治的事情或はその他０事情に依って惹起,された経済
的不安定は情緒的不安定０上に璽要な関聯をr持って来たのである。尤も経済上０安定は情緒的安定を
意味するものではないと云う事も亦よく認識されるぺきである。収入の豊かな多くの人々は富が解決
　しない心理的問題(Z)故に不安感を覚えているものである。その上失業者０多くの者は経済組織に於て
彼等自身の内面に彼等を失業者たらしめる心理的米成熟七持っも０であって｢失業｣は純粋に経済的
問題にっきるも０ではない０である。若しも親類或は友人が失業(Z)彼等を支持するりでなけれぼ政府
の保護施設に送られるべきような人々が多い。民衆０心０状態は屡々国家０状態或は国際事態より重
大である。人間が個人の能力は個人の成功を決定するもｐであると云ふ事を信じなくなった時国家Ｏ
　　●　　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　ｔ　　　　　　　゛社会的保障に依拠せんとする傾向が見られる。ニューヨー－ク市０青年男女眉０調査に依れば15･心34
才迄０男女080パーセント０者は能力は成功を保証しないと信じている。僅かに20バーセンlヽ球能力
ある青年男女は何時でも｡前進し行くことは困難でないと'信じている。この調査は亦彼等の80パーヤフ
　iヽは彼等０両親程は宗教をそ０信条としてはいず政治上社会上経済上０事柄にっいても両親の意見を，
参考にするよりも先輩に依る者が87パーセンIヽである事を示している。同じ性質の調をに於て屈隠者
の青年Ｏt6才～恥才043パーセントはその自分鎧０仕事の袋小路的性格を自覚していることが明かに
されている。人民大衆が生活問題解決０自分達自身の能力に自信を失う時，彼等は新しい方式の政治
０方へ向ふか｡それとも忍びがたき現実事態から逃避しようとするものである。一方精神病,昿者ｐ近年
０増加もそ０一つ０現象的現れで精神病院には653,000 0,ｔ者が米国で見られる。一般民衆の個人的
心理的問題の調をは厄介な悩みを持たす生活し得ている人々は米国０場合僅かに６パーセント以下で
あること七見出す０である。こ０調糞は1000人０人で男500人女子500人０心理的学約問題にっいｔ実
施された。,こ０諸査０事例に於ては内省法が人々に適用せられ質問紙法に依って以下０項目０事柄を
発見する為に試みられた。彼等が最も恐怖するも０，わずらわしいも０と考えるもo,最も困難な傾
性と考へるもｐ，自分に最も欠如していて必要だと考えるもの，自分が一番不可能と考えるも０，自
分０最も悪い習t貫と考えるも０を列挙せしめた。こ０質問紙雌個人的面接に依って与えられ回答は無
記名で郵送された。調をされた人々は一般人(Z)正常な人で教育も普通収入も普通精神病理の臨床に於
,て発見されるような調和を失った型０者は入っていない。勿論こ01000人０一般人０内省は若干信頼
できがたい点がある・,若しも精神分析学者がこ０調査ｐ対象０人を個別的に調をしたならば被調奪自
身が報告したも０とは若干相違した性質の問題をレポートしたことであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　（２）
生゛汚の科’学之しぞの心理学’i岡本）
１
ヘエプナーの近代実務の心理学ｏ書物中の調査に依れば以下の如くである。但しこの表は特殊問題
をぶすもので五つの主要問題の分類ｏ下に最高最少のパーセントを載せている。この資料は正常な人
がいだいていると自分で考えた心理学的問題を示すもｏである。　　　　　　　　　　　へ・
　　　「正常な人々1000人に報告された心理的問題」男500人女子500人
　〇私ｏ一番恐怖するもの或は一番わすらわしいもの
男　　子 女　子 男子と女子
　(最高)
　他人による批判
　歯の治療
・雷鳴･
　肥満すること
　(最低)
　地獄へ行くこと
　失業すること･
　電話を用ふること
　物を盗まれること
‾幽霊
○私の最も困難な傾性
　(最高)
　自意識過剰
他人がどんなに自分を思つてゐるか気に病む
こと　．　　　　　　　　　．ヽ‥‥‥‥．・
余りに敏感すぎること　　　　　　　＼
ふぎぎ込むこと　　　　　　　　　　　ブヅ１
(最低)
　他人の事柄について好奇心を持ちすぎること
’贅緒的でありすぎること
　人に慣れすぎるこ.と「
　喧４調ギにすぎること　　　‥　　　　・
○私に欠けてゐて最も必要なもの
　（最高）　　　　　　　　　　　　　　　二
自分自信の能力の自信
潭識の集中
　主勁性　　　・
　･社会性　‥
･'(最低)
　他人へめ同情｀
　一般教育・
　異性への興味
　自分自身の子供への愛
○私の一番不得意なこと・
　(最高)、
　公衆の面前でのスピーチ
　貯金
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　蜃明に金を消費すること　　　　・・
　興味ある会話をなすこと
　(最低)
　･性的本能を統制するこ'と｀
　親類づき合ひをうまくする
　秘密を守ること
　教師と歩調を合はせる
○私の最も悪い習慣
(最高)
　他人の意見を気にやむこと
　白鼠夢
　逡巡
　皮肉
(最低)
　指の爪をかむこと
　無作法
　頭痛
　吃ること
31
28
30
15
　6
　5
　1
29
22
22
21
　9
　8
　9
　4
　　　　　　27
　　　　　　20
　　　　　　19
　　　　　　3
　　　　　　7
　　　　　　--8
’　　　.1
　　　　　　32
　　　　　　25
　　　　　　23
　　　　　　20
　　　　　　9
　　　　　　7
　　　　　　5
　　　　　　1　　‘
・22
　24
　94
　　9
　　7
　　6
　　1
　31
　23
・22
　21　；
　　9
　　8
　　17
　　2
男女の最高のパーセンテー－ヂに依って報告された各項目の個人的問題を分析すると最も日立つ間母11
自分に対する他人ｏ個人的意見に関聯しているように思はれる。人々が自分について如何様吟考える
であろうかと云う疑問は恐らく最も屡々報告されている心理的問題を表現しているであろう。゛若しも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　Ｆ　ゝ
こ０ようなことが事実であるならばこ０事態は多く０両親が余りにも子供に対する好き嫌ひで子愕を
　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-1　・　●　1　　｀･'｀I　　｀　　●
処置し子供の行為が何故正しいか又は間違っているかの合理的な根拠に立脚して処理していないもの
である事をよく示しているも０である。例えば幼児が食卓０上にミルクをこぼす場合普通０母親はそ
の子供にミルクを二ぼすことが望ましくない過失であると云ふ理由を理解ミせよ｡うとは務めないで，
　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　●･･／｜　　　　　　　　－●そ０ような行為に対してよりもむしろ彼へ０熾悪を示すも０である。そ０上両親がある伺０子供達の
行為を好まないと云ふ事実は必ずしもその行為が間違っていると云うことを意味しない。如何なる子
供０行為が危険な行為であるとさるべきかと云ふ事に関しては精神分析学者と両親との間には瑕知な
相違の存することが種々０調査が明かにしている'。例えば両親は内省的退行的行為を児童心理学者が
考へる程重大と考えない。歴々両親は子供のﾈL儀作法躾に心を注ぐに)あまり日常の社会的問題をI自信
を以て処理することを子供に学習させることの重要性を見失うことがある。,勿論両親の場合心理学者
０場合夫々如何に心理学的知見に富むとも完全に子供を教育し得ると云ふ保証は与えられない,。子供
０強い性格発展に於ける両親０失敗は子供達が仕事を持つに到る成人期に達した場合顕現して来るも
０で，例えばこの事実は七六〇大きな事務関係０約四四人０事務員０解雇０原因０研究に示されてい
る。第二表に依ると失瞰者010゛ － セント近く０置(Z)みが特殊技能の欠如０故に解雇され力=9人怯特
性性格特性がその場合０事例０約90パーセント近く０重要要因であった。づ･
　　表I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●一一
　　　｢失業の最も共通の原因｣　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
　　　○特殊技能め欠如
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４)
生,活の.科学とじてり心.理学（岡本）
　　　　（１）速記の能力の欠如　2.2%
　　　　（２）タイプライティングの能力の欠如　1.6%　　　　　　　　　　　二　一‘-　　　’1’｡　　……；　リ
　　　　（３）位記用蓄音器作楽の能力の欠如　1.3%　　　　　　　　　　　　　　　グ‥‥‥‥
　　　　(4)｡英語能力巧〉欠如　1.6%
　　　　（5）算数能力の欠如　1.3%。
　　　　（６）機械操作能力の欠如　0.9％
　　　　（7）書物管瓊能力の欠如　o●6％　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　’
　　　　（8）スペリｙグ能力の欠如　O●6％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
　　　　　　　　　　　　総計一特殊技能の欠如10.1％
　　　　○性格特吐の欠如
　　　･-（１）不注意　14.1%
　　　　｡（2）非脇力性　10.7%
　　　　（3）怠幔　10.3%
　　　　ぐ４）･病気以冽,の欠勤8.5%
　　　i (5)不正置　8.1%
　≒　　(6)執務時間中に事務以外の他の事柄に注章をとられていること　7.9％
　　　　（7）主動吐の欠如　7.6%
　　　　（β）飽負の欠如　7.2%
　　　　（9）遅刻　6.7%
　　　　(10)忠実な心の欠如　3.5％　　　　　　　　　　　’，
　　　　（11）ﾈし限を弁まえぬこと　2.2%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　‥
　　　　･(121注意の不足或ゆ服装の不適切　1.6%　　　　　　　　　　1
　　　　(13)自己満足　0.9%
　　　　（14）‘無責町1　0.3％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　(15)適応し得ないこと　0.3％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　・
　　‥　　　　　　　　　総計一性格特性の欠如　89.9%
　　H. E. Aliinsoaは臓業教育の包括約訪究に約十二年間従っているがその結果として彼は次ｏような
　事実を発見している。即ち性格及び人格特旨は屡々職業上０成功０為に雌技能或隊知能よりもより屡
　々重要である。Alansonは2,630c分野に於ける144,279c現実ｏ仕事を分析吟味し,16,824名ｏ青少年
　郷っきそ０在学蒔代卒業就雌０十年間０経過につき追求研5l (Follow-up Stｕdy）を行つこみた。
　彼の報告に依れぼ成功する従業員は･多芸多才でなければならない。彼が質間紙を送った使用主０四分
　ｐ三〇人々は被使用者０青少年は最低その職業技術以外に「一つ０湛能さ」を所有すべきであ苓とな
・している。然し院能或は知能より以上に重要であものはPersonality
(全人格性）である。3,607(0男
　女０失職者について調膏が行はれた。そ０結果そ077゛－セｙｌヽ０人は気０利･加ないこと，･公正でな
　yヽこと。短気，無作法等ｏ為に失業している事が判明した。亦DV. Alaasonは現業員を知能及び
性格で順位をつけてみヽた。･最も知能０高い者は最も知能の低いも０よりも年間139:44僅かに余分に収
　入を得ているだけであったがパーソナリイデー（性格）犀於て35パーセント最高０順位に属する者は
　最低に属する者よりも842.73ドル余分に収入を得ている０である。特に人から好かれる従業員･は協力
　　｀l　－●　　，　　・　　I　　●　　　　　　　　　　●I　　　　；　　　　　｀　　゛　　　　　　　●　　　・｀　　　　・●　I●
　的で忠実で礼儀正しく思慮深く友好的で忍耐心に富み自信に溢れ明朗である。
（５）
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　　　　〔心理畢研究の主要目的〕j　　　　　　犬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　』　　　　　　　●　　　　　　ｔ　　●。ギリシヤ神話に於゛て霊魂(Psyclie)は蝶々ｏ翼を持った美Lfい乙女として芦出されている。こｏ場
合(Psyche)は霊魂を象徴し蝶々は人間ｏ不滅を象徴した。語源的にぱPsychologyはPsyche即
ち霊魂.logy即ち科学の意味の合わさったもので霊薦の科学の意味で哲学ｏ一部門であった。一世紀
以前に心理学は哲学との形式的関聯から分離しそれ自体に於て一つの科学となった。心理学は最早や
霊魂を研究するものでも死者との交流ｏ如き問題に関心を寄せるも９でもなｙヽ。心理学と心霊研究は
別個０領域であって心理学者は心霊の領域０すぐれた発見者たらんとするも０ではないのである。心
理学はそ０神秘を失ったとも云える。心理学は我々Ｃ)日常の週辺に起きる神秘的事柄,･神瑕崇拝の行
事等には関心を持たない。心理学者は皮相的な心霊符号０観察から性格分析を試みる心霊術に｀は興味
を持たない。彼等は所謂精神感応(Menial lelepathjr)に合理的の根拠を発見しな｀６ので糾Ｆ。'瀬神
感応０存在を信んする人々０所謂心霊的事件の調をは，そのような経験は普通０人々の日常生活に起
きる偶発的暗合であると云ふ事を示している。心理学者はこ０種０現象を検証し神秘的事象は自然法
則の観点で以て処理されるべきである事を公になした。然し心理学は処世術０手引となるも０ではな
い０である。心理学研究を何か成功へ０呪文のゴマ０発見の期待を以って行ふ人々が存在する。勿論
心理学は人々０潜在的能力を顕現せしめたり人間相互の適応を可能ならしめたりする有効なも０であ
るが然し心理学は一個(Z)独立科学たるべきも０である。
　心理学は方法であって魔法ではない。現代の諸問題０研究の特質は科学的方法と云ふ点,に存する。
即ち我々０経験０あらゆる側面ｐ洞察獲得の為の高度に発展せる技術と称せられるものである。科学
的方法の段階は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　㈲選定された現象の観察
　（b）客観的資料０蒐集
　（ｅ）●資料０分析　　ご　　　　　　　　　　ｊ
：（ｄ）資料ぷらの結論の抽出　　・ト
　（ｅ）実験に於てなされた観察０反覆に依る発見事象の検証
1 1 ･
　巧妙な実験器具は研究対象Ｃ現象の変数要因を探知し測定するにその観察者に役立つ為に工夫され
進歩して来た。実験研究に含まれる統計的技術は資料の処理の為に発展して来たのであ･る。無数の科
学的研究が心理学名に依ってなされ他の恥|学者に比して遥かに多くの寄与を生活業務の改善個人生活
０改善に果して来た。心理学者は過去０人々が夢想だにしなかった程０人的物的力０利用可能性を顕
示した０である。洞察獲得の為に科学的方法の使用は一部迷信及び神霊術に見られるが如き非合理的
方法を排除した０であった。我々は現在心理学を科学的方法に依る人間行動の研究と定義し得る０で
ある。こｏ場合の行為(Behaviour)は行為，行状，熊度以上のもｐを指している。行丞叫精神薄弱
狂人ｃ行為迄含めて同有機休のすべての正常活動異常活動をも含むものである。生活ｏ科学としで（z）
心理学の目的は我々が我々自身の生活を理解し飢性的にそＱ力向づけをなし，よりよく他人ｏ生活に
影響し得るように人間活動を記述し予測し親制せんとするものである６人間は本来個人的生活の側面
と協｡但的生活Ｃ側’面Ｃ両面を持っもＣであるので，心理学の必要性が起きるとも考えられる。個人か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６）
生活の科 しての心理学（岡本）
心理学を一個０科学として研究しない場合すらもその個人０思考及び行動のすべてははそ０原則を実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　●　　　1〃●･　　　●’●　　　●111●　●■I　　I
証すjるもｏである。「生きる」｡と云ふ事は機能するこ,とを意味し｡「行動」｡は心理学研究ｏ素材と云え
　　　　　　　　　　　　I-　　　　　　　　　　‾　　｀　　●1’･%I　　●　　1　　●i　　　　l　　　●f　　　゛･　●
る。研究の単位は個人である。勿論一般民衆０,個々人は快適な生活享受０み他意図し決して自分自身
及び自分０行為を研究反省するも０ではないかも知れない。魚や牛は満足気に思われてもそれらが知
的に幸淵であると云ふ事を明かにする証拠は持っていない。現代人の幸祠は単なる有機的満足以上Ｏ
も０を要求する。現代人は身体的に快適でありたいと欲するが然し亦精神的生活０法則人間行動０原
則を知悉してそれ等を新しい満足の為に利用せんと考えるも０である。新しいそしてより知的な段階
則閲人的満足と社会的相互関係を生み出す為に研究成果を利用し得るが如く生活を研究し生活０構造
を究明する事を近代文明は基本原則となしている。既述０如く心理学の根源は人類と同様に古いもＯ
であるが近代科学的心理学は比較的最近発展したも０である。最初０アメリカ実験所は一八八三年ジ
ョーツズ・,ホプキンス大学に始まり一八八九年にハーバード大学０ウィリヤム・ジーム･ズに心理学教
授の名が冠せられ六=。一九四〇年米国心理学協会は664の会員を持ち2,075名０准会員を持つに到っ
た。科学的方法に,体って特定分野に対すや洞察力を身にっけることは高度に特殊化された訓練を要請
する。更にある特定の分野では他０分野０それよりもより以上にそ０ことが要求される。心理学０場
合は多く０他の科学と異なり実験者が被験者に実験にっいての内面的感触を０べさせることが困難で
ある。現代教授されている心理学はある種０制約（限界）を持っも０であってこの制約はその研究者
に依ってよく理解されねばならない。多く０実験室実験は科学的方法を用ふるが然し実験場面は常に
必ずしも現実生活回造に類以したも０ではない。ここに生活と仕事０日常場面０ある種の人間行動
(human Behaviour)を研究する,ことに意義が認められる。もう一つの現代心理学の,限界は学問的心
理学者に依って指導者に与えられる心理学的訓練の種類である。純粋心理学は分析的のものであって
社会的叉は個人的改革のプログラムを提供するも０ではない。個人０パーソナリティー・プロブレム
(Personality Problem)を処理する際にすべて個人の問題ｏ多くｐ可能な阿決は理念妁には可能で
あるが常に必ずしも現実化し得ることは限らないものである。y卑近な事例を挙げると自分０弧理人が
精神的な不適応であるが故に不適応に陥入る被使用人の場合が考えられ’る。若し,｡,も被使用人がその不
適応０主要原因知ち管理０立場０神経病的硫督から離れることが出来るならば彼ｐ情緒上の困難は癒
やされるであろう。然しこりような事は現実事態では容易に実行しがたい解決法である。客観的に云
えば被使用人の作業環境は比較的固定化されたものとして続いているものであるが作業環境（仕事場）
に対する考え方或は情緒的反応は非常に顕著に変化させられるもｏであるよ管理人に対する強い情緒
的反応も見習時代の修錬０苦しい経験を象徴するも０或ひはその結果が多分にあるかも知れない。時
には模索的事態に対拠して行くための洞察力統柄］力を身にっける為に臨床０専門家０援助を必要とす
るであろう。労務者官吏使用人ｐ区別なく現代市民は高度に復雑にして変化に富む広汎な経済組織ｏ
中０一員である為にすべての人は安定感を失ぴ易い傾向がある。或る意味では近代人０大半は昔０国
家創業噺戈０国民が衣食に抱いていた程の自信を反へって持ち合わせていないと云ってもよいであろ
う･。現今ｏ労務者は開拓すべき土地を持たない。一世紀以前人々は生計ｏ業務を身に９け老後９為ｐ
貯蓄七社ﾔｽﾞそ=れで充分ときれた弔）゛･やる・非業不況‥呉芸上社会上の｡変化，政治上，国際占の動揺
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高知大学学術研究報告　第１巻･第20号
　臨ほ自分は自己の廠務に精油してい名ふら自分の職業は安定していると云ふ二般画民心信念を崩解ぜ
　しめたｏである。近代産誰組織ｏ下では技能は庇傭を保証しな‘くなりている。滋殖ぱ老後の独立性を
　･意味士るものでぱなくなっている。多様の失業その他に対する社会保障的施策も現代の労務者ｏぼλ
　の要求を満たすに充分ではなく比較的安定したと思はれる職業についている人々も常時その仕事の浮
　動性の懸念０為に安定感０乏しいことを訴えている。
　’近代産業組織の内部的緊迫は使用者も被使用者も農民も都市知識隅級者も舅務者も「｀一様に社会経済
　的力で以て圧迫している。個人生活の不安定と楡雑性は社会進展の原則とも云えるのであ名。社会Ｏ
　変化は別に新しい事ではないが社会良化０速度がとの時代に於ける裡惑の要因である。現代人゛の生活
‥･･空間の領域内に起きた生活と労務に於ける変化は実に目まぐるし収ものがあ潟
　と地方分権が米国都市０多くに発生し所謂過去０地方都市が生れた時代程商業上娯楽上の中心街は中
　央に集中せす地域社会中心の商業化迎動を増加して来ている。多様な変化は実業界０実務方式に影響
　し実務そ０ものが高産に変化し加速度的比率で変化し続けている。機械文明は人間労他を経済化し過
　去に比して実により多く０有閑時に米国国民は恵まれるようになづて来た０である。動力迎搬器電気
　機ゴムタイヤー，ガソリン，人絹，アルミご･ウム，タイプライタペ冷凍機，蓄音器，映画航空学等
　０如き新しい産業分野に於て無数０新しい仕事が創成されて来た。動力の活用が普及化したので生活
　水準は上昇し商品と奉仕施設は機械力の援助に依るそれらの生産能力に正比例して増加して来たので
　ある。｀商業政策と結合した工芸０進展の結果，現代０消費者は過去０それと比較して恩かに多くの消
　費生活を送っている。
　　米国労務者は富裕０人々に依って享受される特権ｐ多くも享受し居り同一の公立学校読画教会娯楽
　街図書舘競技会に斉しく出席しそれらを利用し得る。労務者階級の多く０者も上流社会階層の人々と
　同様に自家用車を所有する状況である。階級的差別の多く０以前０境界線は秀でた能力（Z）人に依って
　抹殺されたと云える側面がある。有能な米国労務者は普通の労他者の環境及び社会的地位以上にあが
　ることができる。若しも労他者が非凡な能力を持つならば社会的に文化的にも経営管理グループ或は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:;　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　f使用者階級の一員ともなり得るものである。近代工芸０基底となっている諸科学は物質的快適の恩恵
　を吾人に与え六=のみならす1900年来平均寿命を十二年間延艮したのである。児童もこの新しい時代に
　依って多くの方面に恩恵を受けるようになって来た。国民教育は州の機能として承認され･正常児には
　等しく要求されている。192U年に於ては僅かに28,3％Ｃ青少年が（14才～17才）中等学校に出た０で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　●●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●あるが此０バーセンテーヂは1936年にはfi2.5バーセンテーヂに上丹した０である。1910年には中等学
　校程度０学校生徒は700,000ばかりであったが現在は殆ど七百万近くに上昇している。かくて我々Ｏ
　思考０多くは変化して来た。婦人も解放され投票喫煙就職社交界への進出等が認められ大学進学者心
　数も増加して来たのである。性ｏ問題も公の集会でフロイド学説等を中心として討議されるよう叱な・
　つた。･被使用者に対する我々の態度も奇改善されて来た。旧来ｏ主従的関係は同僚の人間関係の方向
　に変化する傾向を示している。アメリカの労彷者は自分達自身を劣等の社会階級の一員と七,て見倣｡し
　てはいないｏである。労務管理の方式も優者が劣者を管理する方式から民主的方式へと進んで来たの
　である。労務管理に於ても被使用者の生産計画への血与，利益分配，株主制度等の方式を採用し破使
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８）
生活jの科粟としでｙの心弩． ､(岡ヽ本)
　　jlll者g）善き寫志９発犀夕嵐向する様.々の諏し.い果夫参考慮り不民主的のそれと.なりっっあ.る・ヽ勿論･で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　４●　㎜・　　●　　　　ｊ　÷　●１●
→　面,これらｐ計画も使用人の利益０増大の一目的０為０も０でもあるが然し又一面使用者と彼使用者０間
●　．　●　　●　●一一　　．．･．･Φ　　●　　．●●　－　・’゛･｀Ｉ●　●　　　　・　・　　．●　１ ｀ヽ●・．　゛　　，．●ふ
　　,Ｑ･よりよ吝焉解有もから.せんとする隊実な抑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　Ｊ　　●　　　ｋ　　　　ｆ　ｌ　ﾐﾌ　　　　　●
　　４特殊産業に於ける労他者及び個々り市民０生活０上に影響有与えている．科学産業社会ﾇ）急激の影
　　　　｀　　　　　　　　・　　i　　　　　　　　　　　ljF　.7　　　1　　　　　　　●　　　－　　　　　　　■●丁｀●
　響は又知性的個人にとって以前に増して適応と云ふことが必,要になって来た事を意味する,ものであ
　　る．確かに近年０ある方面０発明は産業界０諸方面のみならす一般人民の生活水準にも恩恵的影９を
　　与えて来た０である．工芸学及び科学は我々に多く０心理学上０諸問題をもたらしたと云ふ邱1由でよ
　　　く批難の対象にされるがそ０場合に如何にそれらが我々の生活を豊かにして来たかと云ふ事も亦評価
　　すべきである．例えば米国では4.3人の割で自動車を持ち電話よりも自動車が多い．機械化又は管理
‘　上の改善の為に概してエ芸上０変化は就職雇傭を高める傾向がある６最木のエ芸上の発展をなした産
　　業は亦就職雇啼ｔ最大に増大せレめた６以前の軽馬屍の製造に使用すられ穴人数に比いて確により多
　　ﾝく・）人々が当.今百動車産業に使厨せられている．新しい発見をの他０進歩の要因から結果す.る社命的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　４　　　　　　●　÷　ゝ　　　　　．ｄ　　　　　㎜　　●　ｔ●　ｉ
　利益は普通定期的の解雇ｐ如き不利益犀優るも０でS> 2>,o･生物進化の研究に於て生物学者は班物学上
　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　－●　　　●　　　●　．　　　・　　　”｀　　－　　　１　１　　●･　　●●･●
　　．の用語で解釈する広汎な果実を蒐集し岸が我夕拡当今０生活構造，産業条件に於ける進歩的変化に他
　　ちく法則０原理としてぶれらを注目せねば淮らない６生物有機休進化の最も耳要な原則０一つは変異
　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ　　　　　　　　　　　ｄ　　Ｆ・　　　． ●　　　　　　　●
　　の原則で子孫は決して正確に祖先と同一では,ない,と云ふ考え方である．植物にせよ動物にせ.よ人肌に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●　Ｉ　　　Ｉ　●　　　　　　　●　ｊ　　　　ｉ　　　　　　　　　●
　　せよ決して的確に同一ｐも０ではないのである16自然０型式に於て持続的の変異が存する６時,にこれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　．　　　　　　Ｓ　　Ｉ　　　　．　　　　　　１ｊｉｊ
　　らの変異は非常に小さいも０であることもあるが然し15％０力の優越性も動物ｐ適者生存に於ては重
　　要である場合が存する．生物学者は実業家にも知られている第二〇原則.眼注目をし衆．即ち生存競争
　　である．あらゆる生物は生存し子供を持つ為にその最善をつくすものである．,多くの動物種族は数千
　　の卵を生むが少数の子孫しか持ち合わさない．その子孫がすべて生き残るには.余りにもそ０闘争は激
　　･烈す,ぎ,るものであ.る:・,生存競争に於て最適(D%<D<Dみが班熹残る．少軟０,も･０が一租匯）適応をなして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　÷･●●　－　●　７　●１
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　･生き残ることが可能となる．･これらの生物の順応を考へる･場合に動植物は意識的に彼等自身自分達Ｏ
　　　　●●　　　　　ｊ　●　　　　　　　　　　　　　　　●　●　　　●　＝　●　　　　●　　’．　　●　　　　Ｉ　　　　　　●●　・
　　環境に順応しているわけではないと云ふ事を心に留めおくべきである．生物的順応は変異ｏ原理に依
　　ﾌ？゛偶肇自営一環塀に.即応す心力を衿夕ftmmifiまきり:こ戸と尹ふ畢を声怖すシも？でやる,．生存競争
　　･は自･然が残忍であると云ふ事を意味するも０ではない０である．進化は進歩を保証するものではな
　　い．進化は単に変化を保証するにすぎない．我々に取って･変化は如何に変化を処理するかに依りて良
　　’く心悪く.4）なる■%.<Dでま）1る・･生物と比較すれば人間はjl）る顕著な蝉越性.を持っている．.生物学者は人
　　･間はヽ有史以来頭蓋０大きさは変化し戈二いないと云ふ事,ど示している．人間は自己０きびしい生活環境
　　　　１　．　４　　　　’｀　　．●　　●●，　●　　　●●ヽ’　　●　ｉ・　Ｉ●ａ　●゜・　　　　　●　　　．
　　ｔみたしｔ鈴く為に形態上０変化は蒙ったわ･け皿吽淮やZ）叉あ.る.，人肌はそ０頭を僅.用しか９･声者生
　　妻は筋肉上り偶然０力に依存するもヌ）では決してな,く思考に依り条件を.分析し克服し得る能力に依存
　　・Φﾐ　ｆ１゛‘　●　　　ｉ　●，．●　･ ･．，●ｊ●　’．，　．．Ｉ゛･　１”－　・　゛｀．　゜Ｉ゛　－　Ｉ　｀Ｉ･ｄ“・　Ｓ　●●｀．・　’ｉ　●　｀ｌ　ｊ
　　するも０であ･鳶・人間０環境が適合しなｙヽ時人間味環境弘変え.るも０である．多く０生物は特殊な環
　．　　ミ　　　　　　　　　●Ｉ　ＩΦ　　　ｆｌｄ　ｆ　　●｀･　　　　●●・　●　りー　●●●／　　　　．●　　●●　● ４　　　　．．
　,境条件に対する構造.と習慣０調整の特殊化に依って安定を身にっけたが特に人肌は多様な環境への構
　１　　”・・　　｀　’‘－　：･　　．，　－　’　　　．．･･･・．･．．‘．．・　　．．．’　．．　;，　・･Ｉ･　．・　，･．　・
　ｊ軋!=習慣ｐ適聯可能性０専門家である．ま秀蜘活環境仁変容して自分の能力０範囲内にも皿ら･すこと
　　　　●　　　　　●　　●　　●　　■　　　　●　　　　●　　　・　　■　●　●ａｌ　　ｊ●　　ｊ　　ｊ¥　　●　●　･-　　ｗ●　●●
　．に於て亀万物Ｑ長た･る才能を示す濠０であ’る（人間造化ｐ兪も徴炒な畢析０サマは人問り周囲の機会
　　lｔ取･り‘扱ふ際９獅能０使用に見ら･れ剖固人差で畝岑ぶ’湖東は;ある人「々楳教育を類化吸尽し自,分遠の痢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･’（9j）
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境を変化せしめる為にその教育を使用するが他のある人々はそれを単に姿格獲得０為に使用する。=･真
に教育された人間は生存競争，最適者生存噴応と云ふ音紫に依って禽味せられるも０をよく理解し尊
重する。変化以上０ものが起きるも０であヽり変化０速度に於ても変動性０存する‘事を:知るも０であ
るｏ変化ｏ加速度速度は新しいアメリカのテンポと称せられる。B.,B. CJpclegraff ･はこｏ変化の
速度の推移の五つの原因として
　　　　（１）発明
　　　　（２）輸送　　　　、
ニ　・（３）絵画化、映画化
　　　　（４）世界戦争
　　　　（５）利用し得られること
|!
し
? ? ?
? ? ?
・
発明が現代生活及び実業に果たした又将来果たし梧けるであろうところの役割は明白である。輸送は
思考及び生活０封建的地方中心主義（郷土主義）を破壊するに役立りた０である。絵画的視覚化０例
証は映画である。映画に依って農村０青少年も礼儀作法衣服（Z）流行等を知り得るの｡で今日米国では昔
程の都市と農村０間にそ０方面０差異は極端ではない。戦争雌工業方面に大きな影９を与え拡大する
軍需産業の計画は新しい生産技術商品生産力０増大をもたらした。利用し4尋られるもＯＯ要因と,して
はチェーンストアー，大規模生産，分化した薬局，移動力に富んだ,？イブラリー等があげられる。，
Ｕｐｃ!egraft'のあげた五つの原因め外に四つ０ものが加えられるべきである。
（１）科学の発展
（２）一般大衆０公教育
（３）変化０累積的影響
（４）変異と順応の生物学的原則ｐ認識
? ? ?
??
　近代産業社会組織０持つ工業的社会勢力並に物休的圧迫に知性ある個人は如何に対処して行くぺき
か？，この目的の為に心理学の研究から何を得るか？現今０教育された人間０為の主要目的は以下Ｏ
二つ０重要方向に於けるみ格的発展である。
　　（ａ）人夕を扱う場合に含まれる近代技術について習得すること。測えば人物分析の臨床的方法採
用テスト地位昇進０場合の品等尺度被使用者管理に於ける近代的発展消費者０欲求予測統計の活用そ
の他事実的方法－これらは大学教室研究に依って学習され得る知識の例である。
　　（ｂ）単なる知識より，より重要なも０即ち精神的資質のあるもめを身にっけること。それを応用
心理学者は個人それ自身０側０順応と名づける。こ０事は人間は自分り生活しﾌﾆいる時代精神を把握
し自分０周辺に起きる変化へ０知的参加者となることを意味する･。勿論人間は自分０人生０晩年に起
きるすべて０大きな変化を変見し得ない０であるが自分０現在の時代及び現在０自分０場所に於て惹
起する諸変化に自分自身順応させることが出来る。人間の芸縦絢態度は変化を予期し予期された諸変
化に取り組み得る準備をなさんとする心構えであらねぼならない。性，職業，環境に関係なく知性的
個人にとって基本的心理学的目的は自分自身（Z）周辺に起きる変化０加速度的速度に順応させるところ
にある。こ０順応可能性は知識以上０も０である。,それは実際にそれを追求する人に依って獲得され
る精神的習慣であ･る。適応する心は環境ｏ吊７･厩会を発見しそれを必用し最小ｏ抵抗ｏ方面ではなく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C 10 )
生活･の科’学jとし七jの心理学（岡本）
て最大０機会の‘方面を追求して行く習慣である６新しＶヽ見解，新しい技能，新しＶ･ヽ習慣を獲得する習
慣は学習され得る。あらゆる人はある程度迄歓行社会教育参加映画ラヂオ利用その他利用可能の諸資
料から新しい「アイデイヤ」を学びとることが出来るが然し旅行，教育，社会的接触以外の内面的事
柄が個人自身に於ける順応誘致には必･要とされる６個人の精神的習慣の明白な認知或は自己成長の知
性的指示は最も重要である6元来人間は順応の重要性を認識し適応の諸原理を研究するならぱ，心理
的傾向性と習慣がより大きい順応（Z）方向に於て変容され得るも０であることを発見すIるであろうｏ進
化０古来の法則は依然として我々にもｲｶらいている。生存競争は新しかも０ではない。単にそ０形式
｀が変化した０である，機械は単に変化の速度を加速度的に速め個人０利益‘となるよ/うにその変化を活
期するに，ある種類の心理学的発展の必要性が切実に求められて来たにすぎないめである。浹０三つ
のチャンネルを通って我ﾑ々は適応力を修練することがセきる。
・　　０･）機械設備を改善すること
･-　・（２）機械装置操作０方法或は仕事を遂行する方法を改善すること　　　　丿
　　・（３）人間関係を改善すること
　結論的に云えば適応すると云ふ事は知識より巡かにより以上０ものでありそれは吾人０習慣を統制
’し聴明にそれらを変化ぜしめる能力如何に拠るも０である。こ０ような適応行動０為に個人は心理学
が屡･々寄与し得るところの自己認識を必要とするのである。
（Ｈ）
’ ､ ･ ｉ ｀ Ｉ ｀ ● ’ ゛ ・ ａ ●
ｌ ｀ μ ･ 、
１ １ 甲 　 ● ●
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　最近二五年間方法及び教授技術に最も大きな影響を米国に於て与えたものはモリソ･ｙの「中等学校
に於ける教授の実践」･と云ふ書物であろう○’○･それは所謂モリソン教授方法又は単元法として広く･知
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　　　　　　　Ｅ　　　　　　　　　゛１　　　　・φ　　　●･
られているも０である。合衆国聯邦中等教育局り調をに依ると8594り学校09.％近く９も９がモリｙ
ｙプランを使用している。一面何が学習材料に赦一を附与するかと云うこと犀関して多く０見解０対
立が見られ単元法と称せられる教授手続の技術に於て依然として程々の相異が見られる０である。
Francis Ｄ （λΓtisは中等教育金国調査より引用してuni I asigament ｏ特長を持つLQOプランを
列挙している。（１）幌案法　（２）問題法　（３）･分化課題　（４）長単元課題　（52〉契約プラ
ｙしぐ62〉実験室プランで　（7･）,個別化教授･ (8)モリソｙプラｙの修正　ぐ９）ダル1ヽｙプ？ｙ
或は若于修正せるもの・（10j〉ウイネツ々技術又は若干修正せるも心。-が，テイスはすぺてこれらＯ
プラン０すべては名前が単に相違してい令○･’　　　　　　，
　　　　（１）モリソｙプランとヘルバルト学派０方法と０比較
　十九世紀の後半及び二十世紀０初頭にかけてヘルバルトの心理学は教育界に於て支配的であった。
へ）レバル1ヽの五段階は広く用いられた。然しヘルバルト方法の後年り形式化と学習過程に関んするソ
オｙダイク０心理学０普及撥頭の為にヘルバルト主義は不振を呈して来た。
　然るに亦近来洞察に依る学習の理論が多くの教育者に依って支持されて来た０である。こ０形態心
理学は統一休としての自我０ヘルバルト０概念及び学習に於ける粒筒群０設定０必要性０主張の本質
的妥当性を根拠づけた０である。その論理的帰結として，現代０核心カリキュラム運動に見られるが
如き活動中心主義もヘルバルト技術々類似性を持っ方法で而も新しい視原からそれ等を柳成し直した
ものを作り出そうと務めるものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　（Ａ）教育０日的
　　　　　ヘルノ勺レト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モリッぞ
　　　　（１）道徳的人格　　　　　　　　　　　　　　（１）社交り基本的機能達成
　　　　（２）調和のとれた多方面的興味　　　　　　　く72）知的職業的達成及び道徳観の形成｀
　　　　　　　　　　　　　　　　（B2〉教授０技術
　　　　　ヘルバルト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モリソン
　　　　（１）新しい考え受容の準備　　　　　　　　　（１）研究さIれるべき分野の探索
　　　(2)考えC観念）明確な提示　　　　　　　　（22〉発見事項０表現
　　　　ぐ３）観念（Z）聯合　　　　　　　　　　　　　　（３）類化，
　　　　ぐ４）観念０分類　　　　　　　　　　　　　　（匂材料の組織
　　　　（５ｙ観念０適用　　　　　　　　　　　　　　（５）発表，授業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12 j）
ペヘノり勺レトの教育理論）
　　ヘルバル･トに依れば教育ｐ目的は本来道徳的人格め発展であった。彼（Z）名著「教育り科学への心理
　　　　　１　　゛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　。　　　　　　　。　　　ｊｄ
学０応用」はこ０態度を明白･にするであろ゛う。即ち道徳は人類０最高目的としてすべて０人に斉しく
認められているも０であるから｡して教育０日的でもある。,こ０事の実現０手段として次に教育０日的
は調和０とれた多方面的興味を生み出すことである。」となしている。而してヘルバルトは教育０道
徳的目的は正しい教授に依って達成され得られるものであると信じた。この信念に従って彼は学習過
程０的確なる分析を試みた０である。こ０分析に依って，ヘルバルトは児童０発達に適切であると考
えられる教授材料を選定した。ヘルμルトは当時０社会形態に関して児童をして批判的ならしめよう
　　・　　・　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
と訓練問題を思考工夫したわけではなかったが然し児童を訓練して有用にして調和のとれた適応した
市民たちしめんと願望したｏで’あった。Wyiineはヘルバルトｏ目的を以下ｏ如く近代的言葉に翻訳
してｏべている。すべてｏ個人は以下ｏことを学習すべきである。Ｏ）直観を通して自分に示され
　　　　　　●　　　●　　　ki　　　　　¶　　　Φ　　　　　　●　　　”　　｡大理想像に従ふこと（２）人類丈化の進展０為に責任を持つこと.(3)政治上０安寧幸淵に寄与すぶ
こと（４）賞罰０体系を支持することべ月法治国家の国民０責任をとること。。　｀‘･゛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　Ｆ　　Ｉ
　　ワインはこ（Zﾆ）ヘルバルト０諸原理は十九世紀初期め独裁的独乙国家に於ける人民０要求を代表する
も０である。個人０既成の社会秩序への義務で以て述べられているウ近代社会０規準を基礎にしてす･
れば現行社会秩序に於ける個人と社会制度の相互義務の観点から述べられぶべきである」とな‘してい
る。ヘルバルト０教育目的に加ふる’に現代は本質的に近代的目的観を以てする。即ち児童を訓練して
社会０進歩的-ごｰ員，時代拾く･れの風習制度０批判の目を持った社会人たらしめることに焦点を･おいた
目的観である。ヘルバルトの教育目的どモリソンの教育目’的と０比較検討に際し七留意すぺきそ０他
　　　　　　ふ　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　１　　　１　１　　　　●　●･Φ●
゛ゝ
０事項は「ヘルバルトは元来教育目的の近代的解釈化ぺ０道を開らいた者でありﾓﾘてソｙＯ目的は十
六世紀及び十七世紀の教育上０ルネッサンスに依って始められた運動の論理的拡大と見倣され万もづ
である。」と云う点に存する。
　　一　　　　（ヘルバルド０五段階）
μ、
　　-ヽルバルトとモジ’ソッの教授技術を比較する際ヘルパルトは元来教授技術としｔ彼の所謂形式階段･･｡
　　　　　　　　　　　　　÷　●　　　　　　。　　　　　　　ゝ　　　　　　　　　　　’４●　　　　　●
●
を考案展開したのではない事が銘記されねばならない。彼はそれ等０段階七学習を誘致せしめる一般
心理学的手続として発展ぜしめたものである。ヘルバルトは四つの段階一明瞭聯合系統方法を案出し
彼０門下がヘルバルトの五段階と称せられるも０に発展したのである。　　　ｊ　　　　　　　’丿
白いｙ予備(Preparation)‘この段階に於て以前学習乖れた関聯のある教材が再生され名。この段
階はヘルバル1ヽの主要な心理学上の原則を含む尚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ
　（知覚０法則）犬　　　　　　　　　　　　　　･ヽ　　　　y..I･　”　　　　‥’｡　　’　●　･’y●
．’ヘメレlバルlこは､人間の心は単に自己の過去の経験でうすめら･れ七いるに過ぎないもの｀があるからして
新しい経験はそ０人自身の一部分となる為には過去の経験に関聯づけられなければならない。新しい
経験かそのよう池関聯づけられなければなちな小。新しい経験がを０よ岑に関聯づけられる時にそＯ
新経験は意識的に認識され得るも０である。ヘルバルトは所ｍ統覚群ｏ説明の際にこ０点を明白にし
ている。それ故に新しい材料を教授ずる時め最初の段階ぱ以前犀知やれたある種の･れ）にそｏ材料を
関聯づけることである。
（13）
Ｉ Ｉ． １．゜． ・χ
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（２）提示(Presenlaiion)この段階では新しい材料が観察の為に与えられ’る６’
（8）聯合(Associalion)新しい材料は古い材料と比較されそ０類似点差異点が指摘されるヽ・
C4) -一般化（Ｇ。eralizatin)差異が一定の明確な形式でのべられる。　　犬
（５）応用(Application)実践的適用はその過程を完成するため瞑なされねぼならない。ヘルバル
ト学派はすべての学習はこれら０段階を経て起きると主張した。
　　　　　　　　（モリソン｡の目的と学習の分野）　　　　　　　　イ
　ヘルバルトの学習分析論０如くモリソンプランは本来特殊的教授技術ではない。その序文に於ても
この書物は事実及び原理に適切な根拠を持つものと思われる多く０方法上の問題を解明しているけれ
ども方法論０展望をするも０ではなくて，むしろ教授手統の分析を意図するもｐである。以上の序述
からやルバ少ト及びモリソンの両人０プランは本来方法聊ではな=くいて，教授がどのよう際して成就
〆　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　ｒ　　　　●　　　　ｉ　　Ｆ　　●　　●
され得るかを分析したものであると云う事が知られる６ヘルバルト０五段階とモリソン０五段階は共
に方法論教授に於て基本的にすぐれた諸原則を含むも０として古来称讃されて来ているも０であるか
らして，それらを比較してみることは必要であり亦適切である。然しモリソンに依って考えられたが
如き学習０分野を区別することは先す必要であろう。彼昧中等学校に於て教えられるすべての教科を
三つの一般部門に分類した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　fi　　　　　　　　　　　　　　　　　｡
　　（り科学型－こ０種０教科０日的は諸原則０理解，因果関係０体得順応である。こ０部門の下に
数学，文法，物理，生物学，社会学，美術理論商業関係
　　（２）技芸型－この教科の目的は機械の巧妙な操作，材料使用に依る模型作り等に習熟せしめる機
　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　　　●　　　｜　　●　　　　　　φ｀械的環境に適応させるにある。この型０ものは工芸，家庭，家政等を含む。
　　ぐ３）鑑賞型－これは価値観形成上の問題を含む。美術宗教倫理ｐ鑑賞価値判定の分野がこ９部門
に入って来る０　　　　　　　　　　　　　　　。j●　／　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　（モリ,ソン段階とヘルバルト段階０比較j）
　科学型教科に応用できる学習段階として，又技芸型教科にも修正すれば用いられるものとしてモリ
ソンは五つ０段階を考えた０である。（１）探求の段階i==これから,の学習構成の基礎を決定し当面
。　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　ｌ　ｔ．。　　　●　　　　　　匍　　●　　　●　Ｉ　　■
の問題に生徒を方向づける段階で予備調査をする。　Ｃ２）提示の段階一生徒に新しい材料の要点を
提示する。（勺同化０段階一明確な学習が行はれる" C4) ■組織０段階一学習せる緊要事項０把
握を確かにする。　（０検証一学習が成就した事柄叱っいての検証がなされる。
　こｏ探乖提不は大休ヘルバルトの予備段階に対応する。この両段階に於てそｏ恢の高い段階ｏ学習
作業の為の基礎がっくられる。モリソンｏ同化ｏ段階はヘルバルトの概括段階を含むもｏである。モ
リソン第四段の組織はヘルバルトの概括段階に主として対応し。ここで成就テストがなされる。モリ
ソンｏ五段階づ検証とヘルバルトの実践的応用の段階は大体同一り機能と見倣される。ヘルバル1!及
びモリソンの方法は少くとも以下の基本原則で一致する。 ? ?? ?
（り以前ｏ経験ｏ再生に依って或は又生徒の研究に依っｔ新無験ｃ及容９為のま徒の心の準備を
なすこと ? ? ?
（２）当面の素材の提示及び明確化に於て教師の役割を重視するIこと
C3)生徒に依る学習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
　･（４）生徒に依る材料の組織或は学習事項g）実践的応用に依る学習の固定化　　　　　　　・，
　中等学校に於ける鑑賞型０教科に対してはモリソｙは以下０如き学習指導０段階を工夫して･いる。
　　（12）生徒０統覚能力０程度を確める’為０探求的のテスト
　　（2‘）教師に依るその分野の解明
　　（３）学級討議
　　（幻個別的報告
　　（５）読み方，聞き方或は遊び０為０教材０生徒自身０選定を観察することに依る結果０記録
　　Ｃ６）自由プロゼクト
　　（7j）問題事例０研究と矯正
これら０七つ０段階は本質的に五段階と同様の原則を含むも０である。尤も科学的資料０理解或は操
作的技能０獲得０代りに鑑賞，価値観形成がそ（Z）目的である事は異るも０である。
　2, 1926年以来のモリソンプラン発展単元法の解釈にっいては色々（Z）立場から多様な定義がなされ
ているが以下０三づの定義が単元概念に含まれている本質的考えを含むも０である。第一にモリソン
０定義があげられる。
　　「単元は環境や組織化された科学や芸術や行為の包括的で重要な側面であってこれらが学習される
ことに依って人間０適応が結果される。　　　　プ
　W.C.Ruedigerは以下の如く単元を定義している。単元は，
　　●　●　　ゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。●「大きい或は小さい教材０分節でそれらが理解された時に生活のある側面へ（Z）洞察評価力湛能等が身
にっくも０である。」　　　　　　　　　　　　　　∧
　Lorena Ｂ Strelch は　　　。‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ･｀
　「単元は組織化された教材と経験であって大きな包括的部門に分化し関連性０為に統一きれ生徒に正
しい態度能力技能を発展させるような仕方で提示されるも０である。」
　要するに単元法･は児童が意味深い恢常的仕方で教育の望ましい目標に到直し得る=ようにカリキｋラ
ムを統合し塾理せんとする試行である。モリソこ／は教育目標の達成は教材及び経験０分野を分節化し
五つの学習手続に従って提示される方法に依って最も達成され得るものであると云ふ事をI信じた。単
元は時に伝統的教材区分をのりこえるも０であってカリキュラムは人々に適応を･もたらすように’秩序
づけられねばならない。学習単元は学習されるべき外的な事物で決定されたも○で之等０休得は学習
　。　　｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　″ｌ　●･
者の態度能力技能の変化として現わされ適応を結果するものである。かく｡てモリソ’ンは学習の本質を，
環境に対する有機体０適応という生物学的概念に置いているものである。而してこ０適応は現実に生
する行動０変化を意味するもので児童によって完全叱達成されるか或いは全然達成されないか０いず
れかで中間的結果を許さない全一的作用である。
　　（り単元法に関んする五人０学者の態度
　　(I) E.M.Draperは（カリキュラム構成ｏ原理と技術1936)を著したがそｏ中でモリソンｏ単
元ｏ定義を妥当なものとして賞讃しているが更にトレバーは研究作業ｏ単元（z）展開に緊要な基準を取
りあげ単元プランに立脚したカリキュラムを発展させ･る為心方法を討議して，教授手続ｏ一般的評価
をな‘し以下心如き結論Ｕじている。￥習の原則ぼ城柵迦程の限界を統制し明確化せねばならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15 j）
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一般的方法で以下ｏこと･が要約･されねば･ならない。　ぐ岫仕事応対,して正しい態変を発展させるこ
ど　くﾝ2ｙ湛能ｃ為に充分練習課題を与え･反覆させ事実，技能，習慣を用ぴ’させるどと･。（？）生徒
から満足した楽しい反応を引き出すこと　　　　　　　　　　　ヅ
　　能率的悪授（手統と茫法）は以下のことを内に持たねぼならない。　＼　　＼
　　　０）子供に適切で子供ｃ興味を誘発するような提示　　　-」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●1●　　　　　　　　　　　　　　　÷（2）新しい材料の同化と体得
・（･8）新‘しりヽ活励を実際生活事態へ応･用す･る
（句生徒と教師に依る結果Ｃ評価
? ? ? ?
　Ｆレバーに依二て(Z:ぺら11たとれら･Zご原班は大休モリソンに依つｔ提案されたプラｙと一致する･もの
であ･ると云う事は注目されるぺきである。トレバー０カリキュ･ラ･み，方法０書物揉すべてこ'(Z)単元観
で一買されている。'　　　　:　　　　　　　　　　･●●　　　　ll
　　　'(以'下は紙面Ｃ関係で次回に研究報告に発表させて戴きたいｙ
Reference ? ? ? ?
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